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■
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継

続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　

継
続
費
と
は
、
数
年
度
に
わ
た
り

予
算
を
支
出
す
る
も
の
で
、
完
了
ま

で
に
期
間
を
要
す
る
事
業
に
適
用
し

ま
す
。

　

経
費
の
総
額
や
年
割
額
は
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業

の
進
行
状
況
に
よ
り
、
順
次
繰
り
越

し
て
支
出
し
ま
す
。

・
施
設
改
修
事
業

・�

市
道
01
―
40
号
線
他
道
路
新
設
改

良
事
業

・
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
整
備
事
業

継
続
費
の
総
額

37
億
８
０
１
４
万
８
千
円

繰
越
総
額

４
億
４
９
４
２
万
７
３
４
４
円

■
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　

繰
越
明
許
費
と
は
、
天
候
不
順
、

交
渉
の
不
調
な
ど
に
よ
り
事
業
の
完

了
が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
な
ど
、
翌

年
度
に
限
り
予
算
を
繰
り
越
し
て
支

出
で
き
る
も
の
で
す
。

・
音
楽
フ
ェ
ス
開
催
事
業

・
児
童
遊
園
改
修
事
業

・
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
総
合
改
善
事
業

・
亀
城
公
園
整
備
事
業

・
体
育
館
ト
イ
レ
等
改
修
事
業

な
ど
57
件

繰
越
総
額

43
億
４
５
１
２
万
９
６
１
５
円

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
刈
谷
駅
南
北
連
絡
通
路
天
井
板
改

修
工
事
）

問　
工
事
の
内
容
と
期
間
は
ど
の

■
刈
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て問　

改
正
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
職
員
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
、

妊
娠
ま
た
は
出
産
し
た
旨
の
申
出
が

あ
っ
た
職
員
及
び
３
歳
未
満
の
子
を

養
育
す
る
職
員
に
対
し
て
、
仕
事
と

育
児
の
両
立
支
援
制
度
の
周
知
及
び

意
向
を
確
認
し
、
任
命
権
者
と
し
て

職
員
の
意
向
に
配
慮
す
る
こ
と
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

問　
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
育

児
、
あ
る
い
は
配
偶
者
や
父
母
な
ど

の
負
傷
、
疾
病
ま
た
は
老
齢
に
よ
り

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
家
族
を
介

護
す
る
職
員
の
勤
務
上
の
支
援
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
育
児
を
行
う
職
員
に
は
、
小

学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
職
員

に
対
し
、
１
日
２
時
間
以
内
で
部
分

的
に
休
業
で
き
る
部
分
休
業
制
度
や
、

４
つ
の
勤
務
形
態
か
ら
勤
務
時
間
を

選
択
で
き
る
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
、

子
の
看
護
等
が
必
要
な
場
合
に
５
日

以
内
で
取
得
で
き
る
子
の
看
護
等
休

　
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
し
ま
し
た
。　

　
６
月
27
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら

る
な
ど
、
多
様
で
柔
軟
に
利
用
で
き

る
校
舎
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

暇
な
ど
が
あ
る
。
介
護
を
行
う
職
員

に
は
、
１
日
２
時
間
以
内
で
部
分
的

に
休
業
で
き
る
介
護
時
間
制
度
や
６

か
月
以
内
で
取
得
で
き
る
介
護
休
暇
、

５
日
以
内
で
取
得
で
き
る
短
期
介
護

休
暇
が
あ
る
。
ま
た
、
育
児
、
介
護

共
に
、
時
間
外
勤
務
の
免
除
、
制
限
、

深
夜
勤
務
の
制
限
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

■
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問　
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
の
影

響
を
受
け
る
世
帯
の
収
入
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
は
、

令
和
８
年
度
以
降
の
課
税
分
に
お
け

る
も
の
だ
が
、
令
和
７
年
度
の
税
率

に
よ
り
世
帯
収
入
を
世
帯
主
の
一
般

的
な
給
与
収
入
の
み
で
試
算
す
る
と
、

世
帯
主
と
配
偶
者
の
２
人
世
帯
の
場

合
、
基
礎
課
税
額
は
約
１
０
４
０
万

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

は
約
１
０
５
７
万
円
、
世
帯
主
と
配

偶
者
、
子
供
２
人
の
４
人
世
帯
の
場

合
、
基
礎
課
税
額
は
約
９
５
２
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
約

９
７
１
万
円
以
上
の
給
与
収
入
が
あ

る
世
帯
に
影
響
が
あ
る
。

問　
課
税
限
度
額
で
あ
る
１
０
９

万
円
に
達
す
る
世
帯
収
入
の
方
が
協

会
け
ん
ぽ
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入

し
た
場
合
の
保
険
料
は
い
く
ら
か
。

答　
例
え
ば
40
歳
以
上
の
夫
婦
２

人
と
子
供
２
人
の
世
帯
で
、
夫
の
給

与
収
入
約
１
０
４
９
万
円
で
限
度
額

１
０
９
万
円
に
達
す
る
場
合
、
協
会

け
ん
ぽ
愛
知
支
部
は
被
保
険
者
の
負

担
額
が
概
算
で
61
万
３
５
３
６
円
、

愛
知
県
都
市
職
員
共
済
組
合
は
概
算

で
61
万
６
６
９
３
円
と
な
り
、
同
額

を
事
業
主
が
負
担
す
る
。
な
お
、
協

会
け
ん
ぽ
や
都
市
職
員
共
済
組
合
の

場
合
は
、
扶
養
家
族
の
人
数
に
よ
る

保
険
料
の
変
化
は
な
い
。

■
刈
谷
市
就
学
前
の
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問　
待
機
児
童
数
の
推
移
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
令
和
５
年
度
が
ゼ
ロ
人
、
６

年
度
が
１
歳
児
で
10
人
、
７
年
度
が

１
歳
児
で
13
人
で
あ
る
。

問　
乳
児
園
化
に
よ
り
、
い
つ
頃

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答　
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保

育
需
要
が
高
い
状
態
が
続
く
と
見
込

ん
で
お
り
、
富
士
松
南
保
育
園
及
び

東
刈
谷
保
育
園
を
令
和
８
年
度
か
ら

５
年
間
の
移
行
期
間
を
経
て
乳
児
園

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ゼ
ロ
か
ら
２

歳
児
の
受
入
れ
枠
を
約
１
０
０
人
拡

充
す
る
ほ
か
、
令
和
８
年
度
開
設
予

定
の
私
立
乳
児
園
や
10
年
度
に
北
部

に
開
設
予
定
の
私
立
保
育
園
に
よ
り
、

11
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
を
解
消
し

た
い
。

　

今
回
市
民
の
皆
様
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
４
件
は
、
関
係
す
る
委
員

会
で
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
再
審
法
の
改
正
を
め
ざ
す
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
体
制
・
機
能
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情▼
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
国
の
責
任
で
教
職
員
の
未
配
置
問

題
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

報
告
を
受
け
、
30
日
の
本
会
議
に
お

い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
市
税
等

還
付
金
に
関
す
る
令
和
７
年
度
刈
谷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

が
追
加
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

▲
６
億
７
１
７
７
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

７
４
４
億
４
８
２
３
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

１
１
０
６
億
１
０
３
３
万
７
千
円

【
主
な
事
業
】

　
岩
ケ
池
公
園
管
理
運
営
事
業

問　
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
と
ミ
ス
ト

フ
ァ
ン
を
設
置
す
る
場
所
は
ど
こ
か
。

答　
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
入
口
付

近
の
藤
棚
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
約

30
メ
ー
ト
ル
、
有
料
遊
具
付
近
に
ミ

ス
ト
フ
ァ
ン
２
台
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　
設
置
す
る
時
期
は
い
つ
か
。

答　
で
き
る
限
り
早
期
に
設
置
し

た
い
。
業
者
が
決
ま
り
次
第
、
速
や

か
に
調
整
を
行
い
、
子
供
た
ち
の
利

用
が
多
く
な
る
夏
休
み
に
間
に
合
う

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

よ
う
か
。

答　
工
事
内
容
は
、
平
成
元
年
に

供
用
開
始
し
た
刈
谷
駅
南
北
連
絡
通

路
の
全
て
の
天
井
板
を
取
り
替
え
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
工
事
期
間
は
、

令
和
８
年
３
月
末
ま
で
を
予
定
し
て

い
る
。

問　
工
事
に
伴
う
駅
や
通
路
の
利

用
者
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
足
場
や
材
料
を
置
く
ス
ペ
ー

ス
を
通
路
上
に
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
日
中
は
、
通
勤
時
間
帯
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
通
路
を
利
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
作
業
は
駅
や
通
路
の

利
用
者
が
少
な
く
な
る
時
間
に
行
う
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
雁
が
音
中
学
校
北
舎
大
規
模
改
造

（
建
築
）
工
事
）

問　
遮
熱
や
断
熱
対
策
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
雁
が
音
中
学
校
の
校
舎
は
、

建
物
内
部
に
断
熱
材
が
施
工
さ
れ
た

内
断
熱
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
防
水
機
能
を
回
復
す
る
工
事
で

あ
る
。

問　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

や
勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
な
、
特

色
あ
る
教
室
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

や
、
可
動
式
の
教
室
の
導
入
は
、
開

放
的
か
つ
多
様
な
学
習
空
間
を
創
出

し
、
特
色
あ
る
校
舎
づ
く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
既

存
の
校
舎
に
お
い
て
は
、
構
造
上
の

問
題
や
高
額
な
費
用
も
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
教
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

変
更
す
る
よ
う
な
計
画
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
、
空
き
教
室
が
発
生
す

る
際
に
は
、
既
存
の
形
状
を
維
持
し

な
が
ら
、
多
目
的
室
と
し
て
活
用
す

報

告

案

件

単
行
議
案
　

条

例

議

案

補
正
予
算
議
案

陳
情
の
結
果

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
、
陳
情
の
審
査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
に
つ

い
て
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
総
務
委
員
会

　
避
難
所
生
活
へ
の
対
応

問　
避
難
所
の
生
活
環
境
を
表
す

言
葉
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
（
ト
イ
レ
、
食

事
、
ベ
ッ
ド
）
の
対
応
状
況
は
。

答　
ト
イ
レ
、
食
事
は
本
市
の
最

大
想
定
避
難
者
数
が
３
日
間
で
必
要

と
な
る
分
を
確
保
し
、
簡
易
ベ
ッ
ド

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
避
難
所
の
ス

ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
備
蓄
し
て
い
る
。

問　
避
難
場
所
と
な
る
小
中
学
校

へ
自
主
防
災
会
の
倉
庫
を
設
置
す
る

こ
と
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答　
自
主
防
災
会
の
防
災
倉
庫
を

設
置
す
る
際
の
費
用
補
助
や
、
公
共

用
地
へ
の
設
置
な
ど
、
活
動
が
円
滑

に
進
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
投
票
率
の
向
上
」「
市

の
財
政
状
況
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
産
業
委
員
会

　
福
祉
避
難
所
の
拡
充
と
充
実

問　
全
て
の
福
祉
避
難
所
に
災
害

用
発
電
機
等
を
備
え
て
い
る
か
。

答　
す
ぎ
な
作
業
所
、
刈
谷
特
別

支
援
学
校
に
自
家
発
電
に
よ
る
非
常

用
電
源
設
備
が
あ
る
。
今
年
度
一
ツ

木
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
予
定
で
、

各
福
祉
避
難
所
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

式
等
の
発
電
装
置
を
備
え
て
い
る
。

問　
非
常
用
電
源
の
補
助
制
度
は

あ
る
か
。

答　
日
常
生
活
用
具
費
支
給
事
業

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
よ
り
自

家
発
電
機
、
人
工
呼
吸
用
バ
ッ
テ

リ
ー
、
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
を
対
象
用

具
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
ご
み
問
題
」「
訪
問
介

護
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
金

問　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

金
に
つ
い
て
、
国
の
上
限
額
引
上
げ

を
受
け
、
愛
知
県
と
本
市
の
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
県
と
市
も
今
年
度
か
ら
補
助

金
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
た
。

問　
市
の
上
乗
せ
分
を
今
後
、
増

額
し
て
は
ど
う
か
。

答　
今
回
の
引
上
げ
に
よ
り
、
本

市
の
補
助
金
額
は
県
内
で
第
４
位
の

水
準
と
な
っ
た
。
さ
ら
な
る
増
額
は
、

現
在
の
補
助
制
度
の
申
請
状
況
を
は

じ
め
、
国
、
県
及
び
近
隣
市
の
動
向

を
注
視
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
亀
城
公
園
整
備
事
業
」

「
都
市
計
画
道
路
豊
田
刈
谷
線
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　
刈
谷
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ·

フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
へ
の
拡
充

問　
制
度
を
拡
充
す
る
と
何
が
変

わ
る
の
か
。

答　
受
領
証
等
に
子
の
名
前
を
併

記
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
時
な

ど
に
家
族
の
関
係
を
説
明
し
や
す
く

な
る
。
ま
た
、
新
た
に
受
領
証
明

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
。

問　
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
市
民
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
あ
い
か
り
等
へ
の
掲
載
の
ほ

か
、
刈
谷
商
工
会
議
所
等
へ
も
周
知

し
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継
続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�了

承

・
令
和
６
年
度
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）�承

認

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

異
議
な
い
旨
答
申

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
５
議
案
】��

全
て
可
決

・
刈
谷
市
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

・
刈
谷
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係
・
１
議
案
】�

可
決

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

【
建
設
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

全
て
可
決

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
刈
谷
駅
南
北
連
絡
通
路
天
井
板
改
修
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
境
橋
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
週
休
２
日
））

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
た
ま
ち
公
園
整
備
工
事
（
週
休
２
日
））

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
就
学
前
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
雁
が
音
中
学
校
北
舎
大
規
模
改
造
（
建
築
）
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
ナ
イ
タ
ー
灯
改
修
工
事
（
週
休
２
日
））

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
関
係
・
２
議
案
】	

全
て
可
決

・
令
和
７
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
※
）

・
令
和
７
年
度
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
請
願
・
２
件
】	

全
て
不
採
択

・
刈
谷
城
建
設
に
対
し
て
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
お
城
建
設
は
キ
ッ
パ
リ
中
止
を
求
め
る
請
願
（
※
）

【
追
加
上
程
・
１
件
】	

可
決

・
令
和
７
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　

　
　
請
願
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
→

議
決
結
果
一
覧
表  

（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

会派名及び議員名　

議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 清風クラブ 無所属
議員の会

日
本
共
産
党

議
員
団

に
じ
い
ろ
の
会

参
政
党

日
本
維
新
の
会

刈
谷
市
議
団

議
長

副
議
長

大
山　
　

実

葛
原　

祐
季

加
藤　

幹
樹

近
藤　

澄
男

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

稲
垣　

雅
弘

佐
々
木
隆
教

伊
藤　

愛
恵

鈴
木　

定
晴

深
谷　

英
貴

中
嶋　

祥
元

佐
原　

充
恭

武
藤
美
智
代

谷
口　

睦
生

松
永　
　

寿

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

森
島　

公
祐

三
田　

真
弥

外
山　

鉱
一

揚
張　

慎
一

刈谷市税条例の一部改正について 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○○議

長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○
刈谷市国民健康保険税条例の一部改正につ
いて

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○○ ○

刈谷市就学前の子どものための教育・保育
施設の設置に関する条例の一部改正につい
て

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○○ ○

令和７年度刈谷市一般会計補正予算（第１
号）

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

⃝

×○○ ○
刈谷城建設に対して住民投票条例の制定を
求める請願

不
採
択×××××××××××××××××××××

⃝

○×× ×
お城建設はキッパリ中止を求める請願

不
採
択××××××××××××××××○○○××○○×× ×

６月定例会提出議案の賛否

主
な
議
案

6
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

神か
み

谷や　

智と
も

子こ　

氏

	

（
４
期
目
・
宝
町
）

山や
ま

城し
ろ　

英え
い

司じ　

氏

	

（
２
期
目・
小
垣
江
町
）

土ど

井い　

琴こ
と

美み　

氏

	

（
１
期
目
・
高
松
町
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。（
任
期
３
年
）

人権擁護委員とは ･･･
国民に保障されている基本的人権を守るため、法務大臣よ
り委嘱されています。市長は議会の意見を聞き、法務大臣
に推薦します。

委
員
会
の
動
き

賛否が分かれたもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

について掲載します。（○：賛成	×：反対）


